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〈研 究 ノー ト〉

仕 事 ・家庭 ・お となへ の社 会化

工 藤 保 則

1.は じ め に

本稿は 「地方出身で都市部の大学に進学 した女

性の20代 」についてライフコース論的に検討 し

ようとする試みのひとつである。筆者は女性の20

代の10年 間を全体 として把握するために,3人

の女性に対 して20歳 時から10年 間継続する予定

でインタビュー調査を行っている。 これまでのイ

ンタビュー結果の概要は2節 で示 しているが,本

稿 は27歳 時点(大 学卒業 してまる5年)で のイ

ンタビュー結果を報告するものである。

今回のインタビューの1年 前,つ まり26歳 時

点のものを報告 した工藤(2010)で は,そ れまで

のインタビュー結果とは受ける印象が大 きく変わ

っていた。それはデニス ・P・ホーガ ンのい う

「人生上の移行」と関わっていると考えられたが,

それから1年 がたちどう変化 したのか,「 生涯発

達」の視点や 「おとなへの社会化」の視点から考

えてみたいω。

2,こ れ まで の イ ン タビュ ー調査 の概 要

本研究におけるインタビューの対象者は,石 川

県小松市出身の広部理華さん,福 井市出身の青木

理恵さん,岐 阜市出身の宮腰英理さんの3人 であ

る。彼女らは出身県は異なるが進学 した大学 ・学

部 ・専攻は同 じである。筆者 はこれまで,そ の3

人に対 して,21歳 時である大学3年 生が終わっ

た時点,22歳 時である大学卒業の時点,23歳 時

である大学卒業後1年 がたった時点,24歳 時で

ある大学卒業後2年 がたった時点,25歳 時であ

る大学卒業後3年 がたった時点,26歳 である大

学卒業後4年 がたった時点,に インタビューを行

い,そ の結果 を,工 藤(2004,2005,2006,2007,

2008,2010>と して発表 してきた。ここで,そ れ

らについての簡単な紹介を行ってお く。

工藤(2004)で は,10年 間の予定で行 うこの

研究の問題設定,位 置づけ,視 点を示 した。その

上で,イ ンフォーマントの紹介をかねた小中高時

代のこと,3年 生までの大学生活のこと,就 職活

動のこと,等 についての3人 へのインタビューの

結果を示 した。

工藤(2005)で は,主 に就職活動についてのイ

ンタビュー結果を示 した。インタビュー時期は卒

業式後の春休みであったため,既 にそれぞれの進

路は決定 していた。広部 さんは製薬会社への就職

が決まり(イ ンタビュー時は赴任地は未定であっ

た),宮 越 さんは名古屋市にある大手情報通信会

社への就職が決まっており,岐 阜市の自宅から通

勤することにしていた。青木さんは福井市に帰っ

て医療系の専門学校へ進学することが決まってい

た。就職する2人 は,希 望 した企業への就職であ

り,専 門学校に進学する青木さんも含め,そ れぞ

れの話か らは,高 校までがんばって勉強をし,大

学で も勉学 ・キャンパスライフをがんばって充実

させ,就 職活動(進 学)に もがんばって取 り組ん

できたという,が んばることが得意な彼女たちの

姿が見て取れた。

工藤(2006,2007,2008,2010)で は,就 職(進

学)1年 後,2年 後,3年 後,4年 後に行ったイン

タビュー結果を示 した。大 きなライフイベントの

ひとつである就職活動をおえ,「 自分にあった仕

事」「自分のや りたい仕事」 と思 えた職業につ く

ことができた彼女らは,そ の後,実 際の職場では

どのように感 じながら働いているのだろうか。そ

のことを捉えようとしたインタビューからは,や

りたい仕事についただけではいわゆる自己実現に
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は至っていない彼女 らの姿を見ることがで きた。

当然のことなが ら,職 場において何をどうすれば

自己実現につながるのかわか らずに,ま ずは目の

前にあることをこな しているといった状態であっ

た。だが,そ のときに 「この先には何かあるのだ

ろう」という,気 持ち,い わば 「仕事の中の曖昧

な希望」ωともいうべ き気持ちを持 ちながら,目

の前のことに取 り組んでいる様子が捉 えられた。

特に工藤(2008)で は,3人 とも,20代 半ばの女

性として,結 婚 ということを意識 しながら,そ れ

と仕事 との関係 をどのように作っていこうかと考

えていた。 また工藤(2010)で は,そ れぞれ,ラ

イフコース展望 と仕事の中の曖昧な不安や希望を

す りあわせ,な んらかのお りあいをつけた上で20

代後半に入っていったように捉えられた。

3.大 学卒業後5年 経過時

インタビュー調査

本節では,大 学卒業後5年 経過 した時点で行っ

たインタビューの結果を示す。対象者のそれぞれ

に対 して2時 間程度 半構造化インタビューを行

い,「 この1年 間にあったこと。そのときの思い

や考え」 を語って もらったω。

青木理恵さんインタビュー(2010年3月9日 実施)

1年 を振 り返って

仕事は順調です。特に大きな問題 もなく。基本

的に仕事の内容は1年 目も2年 目も変わることは

なかったです。1つ 下の後輩が15人 くらい入 っ

てきました。入ってきたからと言って,自 分が先

輩としてがんばらないといけないというほどでは

あ りません。今年度からの新チームは6人 なんで

すが,8年 目と6年 目と4年 目の先生と,わ た し

と同期の子 と1年 目の子 という構成です。2年 目

の私たちで既に真ん中 くらいになる若いチームな

んです。上2人 が経験 もあって知識もある先生な

ので,自 分の気持ちとしては1年 目と変わらずや

っています。去年 も同じチームで指導者的なバイ

ザーをして くれていた人が,2年 目も同じチーム

だったので,分 か らないことがあればその人に聞

けばいいので気楽で した。

仕事 としては本当に特に問題 もなく,単 位数 と

言って,ど れだけ患者 さんを治療 したか という単

位を時間で表すのですが,そ れも順調に平均以上

は取れています。だから,特 に変化 もなく,事 件

もな く,な んです。1年 目に比べた ら,患 者さん

を受け持てる人数も増えて,後 ちょっとで100人

越えるんですよ。1年 目に比べて倍 くらいの人数

を診ていますね。新規の患者さんが来て焦 った

り,不 安に感 じた りというのはなくなって,だ い

ぶ落ち着いてできるようになって きました。病気

のことについても前に診たことがあったり,チ ー

ムのカンファレンスで出て きた疾患 だった りと

か,経 験を積んだ分,落 ち着いてできるようにな

ったのかもしれません。1年 目は毎 日が新 しいこ

とで したから。

4年 目の先生がかな りで きる方なので,そ の人

に頼 り切っていたところもあるなというのが反省

することですね。 もう少 し自分で探っていった

り,考 えた りしたほ うが良かったかなと思い ま

す。他のチームではしていない,チ ームでの勉強

会 も始まって,月 に1回 順番が回ってきて,た だ

調べて話すだけじゃなく,も っと深 く,何 も見ず

に説明できるくらいの レベルが求められました。

しんどさはありましたが,厳 しい勉強会があった

おかげで勉強にもなったし,他 の人の発表も聞い

ていてお もしろかったですね。リハビリには理学

療法士 と作業療法士 と言語聴覚士 とがあるんです

が,わ たしは理学療法士で,今 年は作業療法士が

すごい数入ってきて,2年 目になった ら1年 目と

組むことが多 くなって,1年 目のときの先輩と組

むのとは違って,ち ょっとア ドバ イスをした り,

引っ張っていったりしなければならないところが

あ りました。家族やケアマネさんとの仲介役など

もせ ざるを得なかったので,そ の辺はしんどかっ

たです。先輩 と組む機会があると,す ごくホッと

しました。でも,そ れは来年になったらもっと増

えることですし,し ょうがないことです よね。忙

しい時期はあ りますが,何 月に何をやってという

仕事のリズムはないので,基 本的にはやることは

1年 通して一緒です。

仕事のやりがい

やっぱり1番 や りがいがあるなと思 うのは,状

態が悪かった患者さんが退院して,お 化粧 してき
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ちんとした服を着て外来に来ているのを見るのこ

とですね。退院するときにもすごく感謝してもら

えたりとか,家 族さんからも感謝 された りとか,

いい仕事だと思います。認知症だった り,色 んな

症状の方もいて,感 謝の言葉を言われることばか

りではないですが,自 分が関与 したことで状態が

良 くなった り,退 院 して行けるのを見るのはやり

がいを感 じます。発症直後の脳神経系疾患の人

で,ベ ッドで腰掛けることもで きなかったのが,

経過が良 く,段 々と普通の所作ができるようにな

っていく過程には,い つでも感動します。患者 さ

んと接 していて嫌なことはあんまりないですね。

本当にいい仕事だと思います。患者 さんの家族 さ

んか ら 「この仕事はどうやってなるんですか。孫

に勧めたい」 と聞かれたりもしました。

入院して1週 間,2週 間,全 く動かない人 もい

ます。寝ていることの弊害で歩けなくなる。そう

い う患者 さんは患者 さんだけでは対応できないの

で,リ ハ ビリが介入することでまた歩けるように

なります。で も,そ ういう人は看護婦 さんの人手

があれば,ど うにか対応できる症例だと思うので

すが,中 枢の人や循環器系の人はPTの 知識がな

いと改善で きないと思います。上の先輩には 「看

護士や介護士で もで きることをやっていてはダ

メ」 とよく言われます。やっぱ り 「PTの 視点で

PTが できる治療 をしろ」 と言われるので,そ れ

は強 く心がけるようにしています。先輩は福祉用

具の営業マンをしていて,専 門学校に行き直 して

prに なった人なんです。お じいさんが入院 して

いる時にPTに リハ ビリを受けて,こ の仕事を知

ったらしいです。頭のいい人だ し,説 得力もある

し,指 導力 もあるので,と て も勉強になります

ね。それでも,「 まだまだ」 と思うときのほうが

多いですね。患者さんを診て,な んで歩けないと

か,な んで動けないとかの分析,評 価 をするんで

すが,そ の時に上の先生から自分の気づかない視

点で言われた り,ど う治療するかというところで

単調になった り,具 体的なことが思いつかなかっ

たりした時でも,先 生にピッタリしたことを教え

られたり,ま だまだしますから。実習の時は症状

を1つ しか持たない患者 さんを診ていれば良かっ

たのですが,実 際の患者 さんは複数の疾患が混ざ

っていることがほとんどです。上の先生が常に新

しいことを吸収 していっている姿勢を見ると,ず

っと勉強 し続けないといけないと思います。

結婚生活について

結婚生活は一緒に住み始めて2年 にな ります。

彼は今年の4月 から前に講師として務めていた学

校に専任教員として戻ることになったんです。10

月くらいに試験があって,書 類,筆 記,面 接が4

次まであって,模 擬授業もして,結 構な応募者あ

ったみたいなんですが,最 後の1人 に残 れまし

た。今の勤め先も気に入っていたんですが,後1

年は専任になれることはない と言われていまし

た。でも,ほ とんどまわ りの人がネイティブの人

で,英 語で他の教科を学ぶというコンセプ トだっ

たので,と ても楽しかったみたいです。前の勤め

先は生徒の雰囲気が一生懸命学ぼうという感 じ

で,そ こも楽しくて好きだったようです。だか ら

どちらでも良かったんですが,専 任で募集 してい

たので前の勤め先を受けてみようと思ったみたい

ですね。

生活は本当に毎 日淡々と過ごしてましたね。土

日は家事をして,平 日は仕事 をして。だから特に

夫婦 としては何 もない1年 でしたね。ただ,彼 の

お父さんが夏 くらいに大 きな病気になっているこ

とがわかって,1～2ケ 月に1回 と帰っていたの

で,そ の辺はシ ョッキングな出来事で した。で

も,遠 いとあまり現実味がないというのもあ りま

した。それを知った7月 はすごく落ち込んでいま

した。彼はそうでもなかったんですが,私 は病気

のステージも分かるので,落 ち込みました。今は

治療 も一段落 して,普 通の生活を送れているみた

いです。そういうこともあって,派 手に遊ぶこと

もできなかったのもあ りますね。 うちの両親 も

「そういう時はあまり派手なことを しないほうが

いい」と言うので,家 を買うのもまだ先にな りそ

うです。

子どもについて

私が3年 働いた くらいで産休が取れたらいいな

と思うので,今 年 くらいに子どもがで きたらいい

なと思っています。2009年 の春 に産休を取 って

復帰 した先生がいて,一 気にこの1年 で結婚 した

人 も増えたし,男 性陣の奥さんが5,6人 出産 さ
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れたし,女 性陣 も2人 くらい復帰 して きました。

で も,見 ていると本当に大変そうで,急 なお休み

も多かったです。それを見ていると,誰 も文句を

言う人はいなかったですが,急 に代行を振 られる

ので,自 分のときのことを想像 したらまわりの人

のおかげなんだなあとい う気持ちを持ちました。

その先生は病院の近 くの保育所 に預けて,病 院の

近 くに住んでとい う人なので,私 みたいに通勤 し

てくる人で子どもがいる人のパターンはどんな感

じだろうとは思います。 とりあえず3年 勤めて,

産休に入るのが,自 分の理想です。本当はもっと

早 く子どもが欲 しいんですけどね。高槻は待機児

童が多いみたいです。 まだ先ですけど,高 槻の子

育て情報を見て しまいます。

まわ りに出産する人がボチボチでてきて,子 ど

もを産みたいなと思 う反面,絶 対大変やなと思う

し,自 分の時間や自由はなくなるんだろうなと思

います。 きっと,今,想 像 しているよりも,共 働

きでの子育てはもっと大変なんでしょうけどね。

これからのこと,30代,40代

30歳 になった ら,29歳 くらいには子 どもを産

んで,産 休を取 って,子 育てに没頭 していたいで

すね。仕事復帰は悩んでいるか もしれないです

が,仕 事 もしているだろうなとい う感 じが しま

す。今みたいに働 きやすい職場 もないです し,復

帰するなら今の職場に戻 りたいです。保育園やそ

の他のことがうまく行けばですが。上の課長 さん

も女性なので,そ ういうところは理解があるよう

に思います。30代 は仕事に関 しては今の上の先

生みたいに,後 輩を指導できる能力を持てたらい

いなと思います。40代,50代 は ピンとこないで

すけど,仕 事を続けていたら,子 育てをしながら

高槻にいると思います。高槻はどちらの通勤にも

便利なんですが,家 を買うには高いですね。京都

にも大阪にも近いし,関 大の新 しいキャンパスが

できて地価 も上ったみたいです。でも,お 互いの

実家も遠いし,そ んな土地に何十年 も暮らすとい

うのはどうなのかなあと思ったりもします。リタ

イアしたら彼の実家の山口に帰っているかもしれ

ませんね。

広部理華さんインタビュー(2010年4月16日 実施)

1年 を振 り返 って

結婚1年 目だった し,新 天地で働 き出した り

と,新 しいことが2つ もいっぺ んにスター トし

て,落 ち着かないままに1年 が終わった感 じで し

た。仕事に関 しては初めての都市部での勤務で慣

れるのがたいへんで した。職場に慣れるにも時間

がかかりましたね。

結婚生活 も一緒に住みだ したばか りだったの

で,い ろんなことを折 り合いつけなが ら,で し

た。本当に最初はケンカが絶 えなかったんです

よ。「ここにモノを置 くな」 とかお互いのルール

をぶつけ合っていました。仕事にもまだ慣れない

ので,帰 ったら帰ったで家が自分だけの空間じゃ

ないということにス トレスがたまりました。仕事

に慣れてきたら慣れてきたで,今 まで仕事で遅 く

なることは全然苦にならなかったんですが,結 婚

してからは仕事で遅 くなると家のことが全 くでき

な くなる。家に帰るのが10時 になると夕飯を作

るのもしんどくなるので,あ る程度の時間で切 り

上げられるようにな りました。

ll月 に赤ちゃんがで きたのがわかって,そ れ

からはつわ りがつらくて,最 初は営業にまわって

いたのですが,ま まならない感 じだったので,い

ったん休ませて もらいました。気がついたら年明

けで,契 約の満期が3月 だったので 「どうします

か」 と聞かれて,こ れでやっと辞められると思い

ました。情熱を注いで きた仕事ではあったけ ど,

「ずっと続けていけるか」 と言われたらそれは疑

問だったし,円 満に辞めるにはこれ以上のタイミ

ングはないと思いました。それで,こ の3月 に退

職 しました。

仕事に関 しては今 までがむ しゃらに走って き

て,一 社員 として自分が期待されていることも理

解 した上でやってこられていたと思うのですが,

結婚 してからの1年 はどちらに重 きを置いていい

のか,バ ランスが取れませんでした。この1年,

仕事の手を抜いたつもりはないのですが,結 婚す

る前に時間をかけて積み上げてがんばってきた働

き方と比べると,集 中力 も全然違いましたし,こ

れで良かったのかなという一面 もあります。これ

までの自分を振 り返ると,自 分でも 「がんばって
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いたなあ」と思うのですが,こ の1年 の自分を振

り返ると,仕 事にそこまで時間をかけられない,

かけきれな くなって しまっていました。辞めると

きに,「がんばって くれてあ りがとう」 と言われ

ましたが,「 こんなもんじゃない」 という気持ち

があって,「 もっとがんばれる」 と思うのですが,

今はそこまでしかやれない し,う まくいかないな

と思いました。

たぶん妊娠 していなければ,辞 めるきっかけを

つかめないままに仕事を続けていたと思います。

もしかしたら同じ業種でも子育てしながら続けら

れる勤務体制の会社があるか もしれないですけ

ど,い まの会社だと,出 産してからは絶対無理だ

と思います。嘱託であっても勤務時間は正社員と

全 く一緒です し,そ こらへんの配慮がないと難 し

い。同じ頃に妊娠 した同期 も後輩 もみんな辞めま

したね。妊娠 してからは直帰させてもらえるよう

になって,仕 事 も早 く切 り上げさせてもらえるよ

うになって,そ こからは今まで早 くても8時 に帰

ってきていたのが,6時 半に帰宅で きるようにな

りました。その1時 間半って全然違 うんです よ

ね。今 までできなかった家事も終わらせられるよ

うになって,「 これ くらいの時間に常に帰れるの

なら,家 庭 と両立できるのに」と思いました。で

も,そ れはまわ りが気 を遣って くれていたからこ

そできることですよね。

再就職のこと

もともと専業主婦にはな りた くなかったんで

す。いま出産を控えて家にいますけど,こ の先 ど

うやって自分のやりたいことを探 していこう,ど

ういう形で復帰 して仕事 していこうと,そ れが思

い描けないです。友だちの話を聞くと,ど ちらか

の実家が近 くてお じいちゃん,お ばあちゃんの助

けが受け られて,仕 事を続けられているんですよ

ね。わた しの場合,両 方 とも地元ではない関西に

いる以上は,自 分で責任を持ってやっていかない

といけないと思います。ただでさえ不景気で保育

所が空いていないというのを聞くと,「 どうやっ

て再就職 してやっていけばいいのかなあ」と考え

ます。自分のや りたいことを家庭と両立 して実現

してい くか とい うことが,こ れか らの課題です

ね。でも,も しわた しが金沢にいたとしても,い

ま祖母が介護状態なので母に子どもの面倒を見て

もらえるかというと,わ からないんですけどね。

育て始めたら保育所とか,ど うなっていくのか

なと思い ます。 ダンナさんの転勤 もあ ります し

ね。ダンナさんが転勤族である以上は私が正社員

で勤めるのは難 しいで しょうね。自分としては大

学まで出 してもらって,仕 事をやるならいろいろ

目指 して行きたい し,正 社員としてやっていきた

い気持ちはあるんですが,そ ういうのはきっとこ

れから難しいんだろうなと思います。教員の免許

だけはあ りますが,そ れも非常勤講師とかそうい

う形でしか勤められないで しょうし。いまのMR

の免許も,も し同じ業界に再就職 しても,違 う会

社で自分 も転勤族になってしまったら,さ らに難

しいです しね。

本当に復帰するときにどう仕事 を選ぶのか,悩

みます。退職するときは会社の人も 「本当に良か

ったね,後 は旦那 さんにがんばってもらってゆっ

くりしなよ」 という感 じで した。1日 家にいてい

ろいろやっているとアッと言 う間に過 ぎるんです

が,や っぱり家にいると誰 とも会話 しないし,会

社にいると一社員としての存在 を確認で きたの

に,な んなんだろうと思います。家をキレイにし

ても,自 分が見えなくなって しまいそうです。社

会と関わっていたいなと思うんですけどね。

子どもの教育

旦那さんが転勤族ということで,子 どもも一緒

に転校 していかないといけないわけじゃないです

か。そういうことも正直不安です。今いるのは都

市部なので,先 輩の子どもは私学受験 をしている

んですよ。私は子ども自身が自分が育ったところ

が 「良かった」と思える地方で子育ては したいな

と思うので,「早 く地方に転勤になればいいのに」

と思います。いっそのこと旦那さんの故郷の北海

道とかに行ってしまいたいですね。

子 どもの進学のことは難 しいですよね。都会に

いる方が一見選択肢は豊富に思えるけれど,私 学

にいれて しまうということは中高大の10年 間を

同じ学校で過ごす ということです よね。それは逆

に,選 択肢が狭まっていることになるんじゃない

かと思います。地方であればその時々に考えて選

択 していけるので,そ の方が選択肢は広がるんじ
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やないかと。子 どもの学校にしても,い ろんな友

達がいて,い ろんな考え方の人がいて,い ろんな

境遇の人がいる学校生活のほうが,結 果的に選択

肢が広がるんじゃないかと思います。都会にいる

と選択肢がありす ぎて考えないといけないことが

多すぎますね。子 どもが 「行 きたい」と言って私

学に入れるのか,親 が 「入れたい」と思って入れ

るのかも違 うと思います し。親が敷いて くれた レ

ールが自分の思い通 りならそれでもいいんで しょ

うが,そ れが違 うのなら辛いですよね。友だちと

年末に会 った時に,「 今の環境で仕事を していこ

うと思 うのなら,今,子 どもを産むのは難 しい」

と言っていました。わた しも仕事から脱出できで

良かった反面,考 えることが増えて しまい まし

た。

30代,40代,こ れからのこと

30代 になった自分,ど うして ますかね。 もし

か した らもう1人 くらい産んでいるか もしれませ

ん。これか らの方向性が見えないなら,今 のうち

に産んでおこうと思っているか もしれませんね。

遠い と思っていた30歳 が近 くなっていますね。

35歳 や40歳 の 自分はさすがに外 に出ていたいな

と思います。家を建てて,旦 那さんは単身赴任で

どこかに行っているか もしれませんが,家 族の生

活基盤を作って働きに出ておきたいですよね。 と

にか く今は目標みたいなものもなくなって,や り

たいこともわからないし,そ れをどう実現 してい

くか もわからないです し,先 のことが全てボンヤ

リしています。社宅とか手当てが手厚 くて,引 越

し自体の負担が低 くなっている分,定 年を迎えた

ときに家 も故郷 もないとい うことにな りかねな

い。それは嫌だなと思います。子 どもが中学にな

るくらいには,自 分達の故郷になるところに家 を

建ててやっておきたいです。本当,い ろいろ考え

ないといけないです。

来年のことは全 く思いつかないです。就職活動

するにしても 「どれくらい働けますか」って聞か

れてもこたえられない。やっぱり手に職系 を考え

ないといけないのかとも思いますが,や りたいこ

とも見つからないんですよね。で もお勤め して,

旦那 さんが転勤するから辞めるってことになるの

か。今までは自分1人 の生活 としていろいろと悩

んでい ま したが,選 択肢 もいろいろあ り,自 由だ

った と思 い ます 。1年 た って,家 庭 の こ と とか

色 々考 える中で,「 自分 のや りたい こと を実現 し

てい くのは難 しいんだ な」 と思 い ます。

宮腰英理さんインタビュー(2010年3月27日 実施)

1年 を振 り返って

担当するエリアは変わっていないんですが,代

理店の営業担当から,営 業の企画をする内勤に変

わ りました。代理店に勤めるお姉 さん達に営業 し

ている人のためのサポー トや,お 姉 さん達を育て

る研修のカリキュラムを考 えた りしています。

元々や りたいことだったので,ち ょっと嬉 しかっ

たんですが,こ の人事は予想外でした。

CS,カ スタマーズサービスって トレン ドです

よね。私たちの業界って,う ちの会社 もそうです

し,他 の企業 も 「お客様に対 して満足 を高めよ

う」と意識は,正 直薄かったんです。小売とかに

は元々あったと思 うんですが,携 帯業界はなかな

か持っていなかったんです。でも業界が厳 しくな

ってきて,「 これではダメだ」 ということになっ

て,「全社的に改善 していこう」という試みが始

まったわけです。今 までは販売台数第1で 「とに

か く売れ売れ」 という姿勢から,「既にい らっし

ゃるお客様にいかに満足 していただいて,い かに

長 くご利用いただくか」 というスタンスに変わっ

てきました。 もう既に1億 台 くらい売っているの

で,赤 ちゃんか ら大人まで1台 ずつ持っている計

算にな り,そ うなるとパ イの奪い合いですよね。

そこで販売台数はもちろん大事だけど,そ の軸 も

しっか り確保 しつつ,CSも 高めていこうとい う

姿勢に変わってきました。

ところが,今 までCSで 働いて きた人たちとい

うのは,内 勤だし,成 果がハッキリと目に見えな

いので,や ってもやらな くてもいい仕事だったん

です よね。でも,今 の支店長や部長が 「それでは

ダメだ」 と言い出 して,「元 々営業をやっていた

者で誰か」 ということで考えたようです。私はキ

ャリアも2年 たっていた し,会 議でもCSに つい

ては 「おか しいですよね」 と発言 してもいたの

で,6月 にまさかの内示を受けました。私は受け

持つお客さんは変わるだろうなと予想 していたの
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ですが,ま さか部内異動があるとは思っていなく

て,本 当にビックリしました。わた しも以前はCS

というのは,ど ちらかと言うと,「仕事は定時で

帰って,や れることしかや りません」というスタ

ンスの部署だと思っていました。でも部長の話を

聞いていると,部 長の意図 していることは2つ あ

って,「CSを 重視 して行 きたいので若手の営業

経験者に入って欲 しい。そ して,雰 囲気を刷新 し

て欲しい」ということだったんですよ。部長はモ

チベーションのつけ方がとてもうまいので,そ ん

なふうにおっ しゃっていただいて,そ こまで期待

されているのならがんばる しかないなと思い,課

長 と相談して7月 異動ということにな りました。

仕事へのスタンスの変化

人は変えられないということを7月 以降再認 し

ま した。前向きにがんばろ うとは思っています

が,一 方で 「こんなものなのかな」 とか,「 人は

変えられないんだから,変 えられるところを変え

よう」 というのが,成 長したことなのか,モ チベ

ーションとか意志が弱まっているのことなか,自

問自答しないといけないなと思っていますが,や

り方 としてはスムーズなや り方を手に入れている

と思 うんです。主張するだけではなくて,あ らか

じめネゴッてお くとか,そ ういう部分は成長 して

います。でも,ど こかでうまいこと手を抜 く方法

も覚えている気がします。そういうことを感 じる

ので,社 内のセミナーや社外の会議に自分から進

んで行 くようにしています。4年 間は会社 という

組織の中で どういう人が どういう人で,ど ういう

組織に誰がいてという人間関係を構築することに

特化 してきたんですが,5年 目の私は社外 に目を

向けていないと,自 分自身のモチベーションも成

長度も止まってしまんじゃないかと思うようにな

りました。

最近,「 どの部署に行って も,自 分は仕事 を楽

しめるん じゃないか」と思 うようになりました。

学生の頃は理想だけ描いていたところがあったと

思います。私はいま企画にいて 「いいところにい

るね」と言われますが,そ こでの仕事は学生の時

に考えてたものとは全然違います。確かに自分で

考えて立案はしますが,そ れからは業者にコンペ

かけて予算を取って,決 裁切って,そ んな事務処

理ばっか りです。

この頃思うのですが,私 は,本 当にや りたいこ

とというのが自分になくても,与 えられたポジシ

ョンで目標を達成することに生きがいを感 じられ

るタイプなのかもしれません。自分が何をや りた

いか聞かれたら,こ んな部署に行きたいという希

望はあ りますが,じ ゃあこのポジションはダメな

のかと言われたときに,そ こでもひょっとしたら

意義を見出せるのかもしれない。ザ ・企業人と言

うか,い い駒だなと思います。それが 「成長なの

か退化なのか」 と問われると,「 もしか したら退

化なのかもしれない」と思いますが。

今の仕事は今の仕事でベス トを尽 くす。そこか

ら得られるものも何かあるだろう。私は苦 しみな

がらも苦 しみが喜びに変わるタイプですから。ま

わりの人がやって くれなくても,自 分に仕事が来

るのが楽しくてしょうがない。この時間までにこ

れをしなきゃならないと思うことで,テ ンション

が上って くる。発想がとてもポジティブになりま

したね。それもこれも,昨 年から思っていること

ですが,ま わりの人のおかげなんですよ。人間な

んていろんな人がいて,そ の人自身がどうという

よりは,そ の人を映して自分がどうあ りたいか。

以前は,他 人に期待 していることが多かったよ

うに思います。それを求めていたと思います。う

ちの会社が他社に比べて緩いというのは分かって

いますが,緩 いと言っても,「会社の中でやれる

ことをやってきた」 と言えることが大事なんで,

うちの会社で実績を積めば,他 社に行っても,や

れるだろうと思います。昔の私みたいに 「うちの

会社が緩いから他社に行って実力 を試 したい」と

いうような気持ちの人は,私 が他社の経営者なら

そんな人はいらないし,他 に移っても潰れていた

でしょうね。

この人にはこういう持っていき方 をしたほうが

いいとか,こ の人にはこういう言い方で言った方

がいいとか,変 えるようになりましたね。今 まで

は手段が 目的に変わってしまっていた。最近はプ

ライベー トで も仕事で も,何 が 目的なのか,目 的

のために手段を変えることはしょうがないと思っ

ています。27歳 に してようや く自己が確立で き

たような気が します。
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ガールズ トーク

仕事は順調,な んですかね。楽 しくはあ りま

す。例えば社内で も,全 国で見た時に刺激を受け

る人もいるので,そ ういう人達と集まって意見交

換をするとがんばろうと思えます し。去年の新入

社員研修の時に知 り合った人達とは,未 だに付 き

合いがあ りますね。ちょうど先週,そ の時の女の

子達 と東京に行って,先 輩の家に泊まらせてもら

いました。先輩はダンナさんもいて,都 内にマン

ションを買っていて,成 功者なんです。そういう

人の話を聞いて,仕 事の進め方とか,女 としての

生き方 とか,何 を大事にするのかとか,寝 ずに話

をしていて,「 久 しぶ りにこんな時間を過 ごした

な」 と思いました。そのグループでは私が1番 下

で,1つ 上が1人,2つ 上が4人 です。いわゆる

アラサーですよ。昼の2時 くらいからワイン片手

に訪ねて行って,朝 の5時 までです。尽 きないで

す。「女はすごいな」 と思いました。メンバーは

日本各地で働いているので,羽 田集合でした。仕

事の話がメインと言 うよりは,5人 中2人 が既婚

で,3人 が未婚だったので,「 なんで結婚 したの

か」 という話や,「結婚するとはどういうことか」

とか,「 仕事を続けながら結婚するには どうある

べ きなのか」とか。結婚 した人達は出産のことに

まで悩みがいっているので,「 仕事を続けなが ら

出産するにはどうすれば良いのか,い つ ぐらいの

タイミングで出産するのがキャリアビジョンとし

ては描 きやすいのか」 という話 をしました。「人

間にとって,何 が幸せなんだろうか」 というよう

な話 もしましたね。

恋愛 と結婚

プライベー トは何 も変わ りがなく。両方の親か

ら 「もうそろそろ」 と言われていて,親 同士 も結

構前に会っているんです。そこからも全然話が進

まなくて,彼 は親同士が会 うという重みについて

はなん とも思っていなくて,「 別に付 き合ってい

るんだから,親 同士会ってもいいんじゃない」 と

いうくらいのことだと思っているんです よね。常

日頃から 「日本の慣習 とか習慣 とかには囚われた

くない」というのが彼のモッ トーなので。 うちの

親からしてみれば 「何 を考えているのかわからな

いし,い い加減にしなさい」と私に何回も言って

くる。私は板ばさみなんですよね。親は 「自分の

ことなんだからもっと真剣に向き合いなさい」 と

言 うのですが,私 だけで決められることではない

し。でも,自 分自身もどうしたいのか,よ くわか

らない。社会人になって初めて付 き合って,5年

くらい付 き合っているので,今 までは他の人を見

ることもしてこなかったです し,機 会もなかった

んですよね。

事実だけ見れば 去年 と何 も変わらず,な んで

すが,そ の中の想いはいろいろと変わ りました。

最初付き合った頃は先箪 と付 き合っているとい う

ステイタスもあったと思います し,教 わることも

多かった。「先輩に追いつきたい」 とか,「先輩に

好かれる女 にな りたい」 とか思ってたんですけ

ど,5年 も付き合って くると相手のいろんなこと

もわかってきて,自 分ががんばらな くて もいい

し,「そもそも自分ががんばる必要ってあったの

かな」って。彼 もなんとな く 「結婚 しないと」 と

いうプレッシャーを感 じているみたいではあ りま

す。社内的にも5年 も付 き合ってたら,「 お前 ら

どうなんだ」という感 じになって くる。余計なお

世話なんですけど。実際のところ,私 が本当に結

婚 したければ,「結婚 しよう」と強引に進めてい

ると思います し,そ うしないということは,私 自

身もそれほど 「結婚 したい」と思っていないのか

もしれません。

自分自身を磨いたり,投 資 した りすることは楽

しいし,で も結婚 もしたい。いや,結 婚をしたい

というよりは子 どもを産みたい。 しか もそれは育

てるということに対する生 きがいと,老 後とか,

そういうことのためですよね。子どもも自分のた

め。 きっと仕事だけだときっとプレる時が くると

思 う。子育てで自分が成長 していけることもある

と思 うので,そ れが欲 しい。親友の親 も私の親 も

「仕事の話は聞き飽 きた。そんなところに幸せは

ない」 と言うんです よね。顔を合わせる度に言わ

れるんです。「将来の仕事のビジョンの話は何回

も聞いた。結婚の予定はないのか」とそればか り

ですよ。特に祖母 なんて,さ らに堅いですか ら。

それなのにテレビの影響なのかなんなのか,「 逆

でもいい,で きちゃった婚でもいいから,結 婚 し

て くれ」と言い出しましたか らね。「ああかわい
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そうだな」 とは思 うんですけどね。

4.30歳 に向か っ て

大学を卒業 して4年 経過 した26歳 時のインタ

ビュー結果を示 した工藤(2010)に おいて 「今回

のインタビューでは大学卒業後1～3年 目に行っ

たものとは何かが違 うように感じられる」 と述べ

たが,そ の印象は今回さらに強くなった。将来の

ことが今のこととつながりながら,は っきり描か

れるようになったと感じられる。このように印象

がかわったのは,調 査対象者それぞれの価値観が

かわったからかもしれない。

価値観の変化には,関 係性がさせるもの,制 度

が させるもの,年 齢がさせ るもの,が あるだろ

う。 もちろんその3つ はたがいに関係 しあってい

るのだろうが,こ こではそれぞれ独立 したものと

してとらえ,中 でも年齢が させるものを手がか り

としなが ら,イ ンタビューから感じられる印象の

変化について少 しばかり考えてみたい。

対象者の27歳 という年齢 を点でな く線で考え

たならば,就 職から数年がたち職業的社会化が一

段落するとともに,30歳 が視野に入 って くるこ

とによりおとなへの社会化の比重が上がってきた

とき,と することができるだろう。おとなへの社

会化とは,工 藤(2010)で 述べたように成人期へ

の社会化とほぼ同じように用いているが,あ えて

「おとなという社会集団」が存在するとい う意味

を込めて使っている。また,宮 本みち子も指摘す

るように(宮 本2004:240),成 人期が心理的 ・

自分志向の成熟となりつつあるこの時期の社会化

を特に意識 して,お となへの社会化としている。

心理的過程となったとき,そ の社会化の捉え方は

より難 しくなるが,そ ういう中,ひ とつの区切 り

として意識されるのが30歳 という年齢ではない

だろうか。

レビンソンの 「人生の四季」研究は,30歳 前

後の頃に注目したものである。レビンソンは成人

前期のひとつの状態として22歳 ～28歳 を 「大人

の世界 に入る時期」とし,職 業 ・異性 ・仲間関係

・価値観など初めて選択 したものへの試験的な関

与の時期 といっている。そうであるなら,そ の後

に控 える30歳 前後 という時期は,お とな ・成人

として職業 ・異性 ・仲間関係 ・価値観などで選択

したものへ本格的に関与する時期ということがで

きるだろう。だとすると,今 回の対象者の年齢で

ある27歳 は,30歳 が視野に入ることで,意 識 し

て準備をしながら,そ の本格的な関与へ入ってい

く頃と考えられる。つ まり30歳 になるというこ

とが,点 ではな く,20代 後半か らの線 として捉

えられ,助 走をしながら向かっていこうとする頃

が今回のインタビュー時だと思われるのである。

線として人生 を捉えることが可能 となることで,

30歳 か ら先のことも同一線上のこととして考え

られるようになったと思われるのである。今回の

インタビューでは,そ の新 しい流れ,お となへの

社会化の流れが感じられた。

筆者は以前に,10歳 前後の子 どもについての

研究を行い,そ の頃を 「子どもでもおとなでもな

い時期への入り口」とした(工 藤1998)。 それと

同じように表現すると,「30歳 前後はお となへの

入り口」となるかもしれない。これからの数年の

インタビュー調査ではそのことを意識 しながら実

施し,現 代社会における 「おとな」や 「おとなに

なること」について考える材料 としたい。

注

(1)「 生涯発達」の視点は森岡 ・青井(1987)に 詳 し

い。 また 「お となへの社会化」の視点は4節 にお

いてあらためて説明する。

(2)「 仕 事の中の曖昧 な希望」 とい うのは,玄 田

(2001)を 参考にしての表現である。

(3)イ ンタビューはそれぞれの 自宅ちか くの喫茶店

で行った。
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